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	   報 告 者 氏 名
	宇田川　智

	大 会 名
	IODA  EUROPEAN  CHAMPIONSHIP  2012

	開 催 地
	リニャーノ　サッビアロード　　イタリア

	大 会 期 間
	2012年　6月30日～7月8日


	現地までの旅程
	成田発（28日(木)22：００）→ドバイ国際空港着28日（3：50）→ドバイ国際空港発28日（9：50）→
ヴェネチア空港着28日（14：50）→ヴェネチア空港発バス28日（17：30）→　
早期到着用宿泊先着（28日19：００）→早期到着用宿泊先発バス２９日（９：３０）→大会会場着　２９日（１０：３０）

	旅行代理店
	株式会社エイチ・アイ・エス
東日本販売事業部　メディアグループ
アメリカ・オセアニア・ヨーロッパ営業所　　　TEL：03-5326-5684 FAX：03-5326-5196

	渡航費用
	一人当たりの往復料金を詳細にご記入下さい　（　成田発　）
130,840円/人

	エントリー料
	選手一人　€４９０

	一人当たりの宿泊費用
	選手　早期到着1泊分　€５５　（約5,500円）　大会期間は、エントリー料に含まれる。
役員　早期到着1泊分　€５５　（約5,500円）　大会期間は、エントリー料（€５２０）に含まれる。

サポーター　早期到着1泊分　€５５　（約5,500円）＋€５２０＝€５７５

	その他食料費
	遠征前にポカリ粉末、ジップロック、洗濯用洗剤、を購入。

現地で飲料水、副食費、外食費など合わせて　約２０，０００円程度　
大会会場⇔空港　€４０/人

	チャーター料金
	ＯＰ艇　　大会期間中　８日間　€４５０/艇（４５，０００円）

　　　　　　　早期料金　○○ドル / 艇 / 日（　　円）
コーチボート　大会期間　　８日間　€４５０（４５，０００円） / 艇　＋€２５（アンカー落下の為、弁償）　
　　　　　　　早期前料金　○○ドル / 艇 / 日（　　円）

	大会本部の対応
	対応は良かったです。日本語を話せるスタッフはいませんでしたが、英語は通じたので相手の言う事も何となく理解することができました。

	チームリーダーミーティングの様子、内容
	国代表といつも２人で聞いていました。英語なので分かるところと分からないところが多々ありました。
重要なところは、比較的わかり易い英語で話してくれたので概ね理解はできました。

	選手達の様子で
気をつけたこと
	特にありませんが、羽目をはずさないよう、オンとオフをはっきりさせました。現地の雰囲気に合わせ、
比較的自由に行動させました。夜の９時頃までは明るいですが、皆、11～12時ごろには寝ました。

朝は8時までぐっすり寝る事ができましたが、とにかく暑かったです。

	食事はどうでしたか
	朝は毎日同じようなメニューでした。ランチパックも同様です。夕食はパスタとお肉と野菜をトレーの中から選ぶことができました。でも、おいしかったです。1日だけ、外でイタリア料理を堪能しました。期間中、日本食を食べることはありませんでした。

	セキュリティーなどで気をつけたことはありましたか。
	ホテルとは少し違い、サマーキャンプなどの子どもたちが多く、危険性は全く感じませんでした。男子部屋は、あまりにも暑かったので、ドアを開けて寝ました。他国でドアを開けたままの国もいくつかありましたが、閉めている国のほうが多かったかもしれません。

	荷物に関して工夫したこと
	特にはありません。心配だったのはセールを入れたボイド管だけでした。長いものは別の口から出てくるのが事前に分かっていたので何のトラブルもありませんでした。

	日本との通信状況、手段
	Wifiの電波が届く範囲が決まっていたので、部屋から発信することはできませんでした。レース中と夜に更新作業をしましたが、今回、トラッキングはなかったので、レースの状況や順位は選手が戻ってくるまで
分からずじまいでした。大会本部も成績をすぐにアップしていたみたいで、順位はその日のうちに分かりました。国際電話ができる電話機を1つ持っていったので、何かあったときはその電話機に連絡をもらうようにしていたので役にたちました。

	国チームとの国際交流の実施
	とても活発にできたと思います。はちまきが大人気で結局、かなり、足りなかったようです。また、フェイスブックやメールアドレスを持っている子は思ったよりも多く、それらを使って、盛んに交流していました。
最初から最後まで、時間があれば、交流していたように思えます。

	持参してよかった食品、医療品等
	一応、おかゆ等のレトルトはもっていきましたが、出番はなかったです。抗生物質の薬も多少もっていきましたが、これも殆ど使っていないです。

	次回参加者へアドバイス
	とにかく、単語でもなんでもいいので英語を話さないと意志の疎通ができません。

	JODAへの要望
	今回ケースがあり、審問を受けました。当事者が英語を話すことを要求され、通訳者が代弁することは認められませんでした。状況は、絵や模型のボートで説明することができましたが、時間とか距離とかは英語で説明しなければなりません。ケースを想定したカリキュラムを合宿中にとりいれることも重要だと思いました。

	その他
	初日、コンセントを入れたらショートして、いくつかの部屋の電気が点かなくなりました。原因はよくわかりませんが、日本から持っていったコンセントがいっぱいついた分岐線が原因のようです。注意しましょう。


ご協力ありがとうございました。JODA海外派遣委員会
